
(１)取組の
背景、経緯

備後圏域は、第一次産業から第三次産業まで多種多様な産業が集積しているだけでなく、かつて国の工業整
備特別地域に指定されていたことから、日常生活圏に加え、経済的結び付きも強い地域である。
備後圏域においても、人口減少・少子高齢化への対応に加え、中小企業における人材の育成・確保や先端技

術の取り込みなど地方共通の課題に直面しており、人口減少社会においても活力ある圏域を維持していくために
は、強い地域経済の実現が欠かせないと考え、地域経済の長所・短所や将来見通しなどを把握するための地域
経済循環分析（地域経済カルテの作成）を行うとともに、その分析結果を踏まえ、今後の経済成長を支える柱とな
る施策の構築を行うことにした。

連携団体
【広島県】 三原市、尾道市、府中市、世羅町、神石高原町
【岡山県】 笠岡市、井原市

(２)取組の
内容

(３)取組の特
徴・ポイント

○地域経済の全体像（分野ごとの取引額や圏域内での循環、圏域外との関係など）を俯瞰するため、単一の行政区域ではなく、圏域（経済的結び付きが強い日常生
活圏）単位で経済分析を実施

○圏域（経済的結び付きが強い日常生活圏）単位の経済分析により、単独自治体ではできない「各自治体の強みを生かし、弱みを補完することで相乗効果をめざす
施策」の検討をすることができる。

(４)今後の
展開

○関係団体等との情報共有や、具体的な施策構築につなげるため、産業振興部署のワーキングや大学関係者等への説明会を実施
○強みとなる産業を核とした域内取引の活性化や外貨獲得をめざし、圏域でイノベーションエコシステムの形成支援を推進
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財政移転（政府支出－税金）

設備投資は流出

所得

所得

本社等へ流出

32,226億円

33,383億円

2,055億円

339億円

消費は流出

所得

3,173億円

415億円

39億円 ○
▲

平均生産性813万円/人
全国平均902万円/人
（510位/1,719市町村）

（1,186位/1,719市町村）

経常収支マイナス（BtoB取引）

所得

GRPの6.4％

1人当たり所得389万円
全国418万円

GRPの9.8％

403億円

所得

▲

32,226億円

▲

地域住民所得

労働生産性

所得

▲

所得

所得

▲ ○

 基本的に生産性が低く、
圏域企業全体として稼ぐ
力は高くない。

▲
 生産して稼いだ所得よりも市民所得は多いが、市民
の平均所得は全国よりも低い。

 鉄鋼の雇用者所得は1.7％程度であり、所得が向
上の貢献は大きくない。

 住民の所得は「保健衛生・社会事業」、「運輸・郵便
業」「電子部品・デバイス」等の産業が担っている。

▲

 鉱業、卸売業の購入を中心に
経常赤字

 繊維製品、電子部品・デバイス、その他の製造業は全国
と比較し生産性が高い。

 3次産業で運輸・郵便、教育の生産性は全国と比較し高い
が、他産業の生産性が低い。

○

▲

▲

GRPの0.1％

財政移転は補助金、交付
税などの国・都道府県から
の所得移転

GRPの1.1％

GRPの1.3％

GRPの1.3％

順位は福山市より
やや上がる

○圏域単位の地域経済循環分析（地域経済カルテの作成）
「圏域の稼ぐ力（生産・販売）」、「住民の所得（分配）」、「所得の使い方・

使われ方（支出）」の特徴や、所得の圏域外への流出要因を把握し、地域
経済の長所・短所や将来見通しなどを分析
【分析項目】
・産業別の労働生産性、付加価値構成比（稼ぐ力）
・修正特化係数、純移輸出額（得意な産業、圏域外から稼ぐ産業）
・産業の影響力係数、感応度係数（産業構造）
・産業間取引構造
・全国における備後圏域の立ち位置 など

【備後圏域の地域経済循環構造（2015年（平成27年）版）】

○圏域の強みとなる産業の抽出と長所を生かすための施策の検討
地域経済の好循環の促進に向け、支援すべき産業の抽出や、施策の方

向性などを検討
【方向性】
①圏域一体で共同事業を実施

・保健衛生・社会事業の分野で共同事業を展開
・教育の分野で共同事業を展開

②複数自治体で強みのある産業で共同事業を実施、かつ、各自治体の
多様性を発揮
・鉄鋼などの素材型産業と電子部品・デバイスなどの機械産業でクラ
スターを形成

・共同事業で農業を強化し、6次産業によるクラスターを形成
・機械産業、観光などと連携した、デニムクラスターの次の展開
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